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第 2 章では、ブロック型映像配信方式、特に高速ネットワークを前提とし実装の容易性も考慮、に入れられた Burst
VoD 方式が配信効率の面で、有効なオンデ、マンド型映像配信方式であることを示した。また、配信する映像を限定する
ことにより Burst VoD 方式が IP 網上でも適用可能であることを示し、その実現のために BurstVoD over IP の基本
方式の提案と実装を行った。
第 3 章では、ブロック型映像配信方式を IP 網上で用いる際に必要となる品質保証機構として、既存の Automatic
Repeat Request (ARQ) をベースとした信頼性マルチキャスト方式を用いた場合の問題点を明らかにした。これを
解決するため、ブロック型映像配信方式を前提とし、配信における時間的制約や映像圧縮方式の特徴を考慮に入れた
高品質映像マルチキャスト方式を提案した。本手法の利用により、配信される映像を高品質に保つことが可能となる。
第 4 章では、第 3 章で提案した高品質映像マルチキャスト方式において、簡易性を重視したことによって解決でき













転送形 VoD (Burst VoD) 方式を提案し、 IP パケット網での実現方式の具体化と実装を行い、配信効率の面で有効
なオンデ、マンド型映像配信方式であることを示している。
(3) ブロック転送型映像配信方式を IP パケット網上で実現する場合に必要となる品質保証機構として、 Automatic





題を示し、この解決策として、 Preemptive 方式、 Local Recovery 機構を新たに導入し、性能重視の高品質映像マ
ルチキャストの拡張方式を提案している。また、本方式の適用により、映像品質の一層の向上と不均質なクライア
ント環境での映像配信が可能となることを示している。
以上のように、本論文は今後の情報ネットワーク時代を支える IP パケット転送型ブロードバンドネットワークに
おいて重要な映像配信技術に関して有用な研究成果を上げており、情報ネットワーク学に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として価値あるものと認める。
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